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ああ、何と、もつれた織物を織るものか、
人がはじめて人を欺こうとするときには。
　　　　　　　　サー・ウォルター・スコット『マーミオン』第六歌
　ジェキル／ハイド別人説に誘われるのは、何よりも、ジェキル博士の書
斎で発見されるのが博士のではない、やがて博士に変身することもないハ
イド氏の死体（その片手に握られた薬瓶と、あたりにただよう薬物臭から、
第一発見者によれば自殺死体）だからです（1）。エドワード・ハイドという、
あまりにあからさまな名で呼ばれ、自らもそう名乗り、今は息絶えて横た
わる人物は、博士の内に「隠れて」いた分身、あるいは博士が身にまとう
「獣の皮」などではなく、実在していた、別の本名をもつ別人ではないの
か（と仮定してこれから論を進めていくとしても、話を複雑にしないため
にも、ここでもハイドという名でその人物を呼んでいきます）。現場に残
された、顧問弁護士であり親友でもあるゲイブリエル・ジョン・アタスン
に宛てられた博士自筆の置き手紙の一節は、彼の真意を思わず裏切ってい
ます。「これが君の手に渡るころには、私の姿は消え去ってしまっている
だろう（2）」。r消え去」るのであって、r死ぬ」のではないのですから。絶
命したハイドの肉体のなかにジェキルは消え去ったのだと、後にアタスン
は本人から書面で告げられます。しかしそのような奇怪なことなどおこる
はずもなく、r不信の一時停止」を要求しない別の方法で、かつてのヘン
リー・ジェキルからの逃走が謀られ、実行されたのです。その手紙ととも
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に残された「本事件についてのヘンリー・ジェキルによる完全陳述書」
（以後「陳述書」と略）こそ、自分の死をその顧問弁護士に、そして彼を
通じて世間一般に納得させるために書かれた手のこんだ物語だったのです。
手のこんだ、というのも、あえて信じられないような出来事を語って信じ
させようとしているからです。宛名の人物に読ませるために書かれながら、
その内容を口外しないように当人を仕向けてもいるからです。「もうすで
に抜け出せないほど深く、二重生活に身をゆだねていた」（81）、「無味乾
燥な学究生活への嫌気まだ克服できていない」（85）ジェキル博士としての
自分についてから陳述は書きおこされています。そのような状況と心境は、
アタスンという読み手にも決して無縁ではないと見越してのことなのです。
ジェキルが「陳述書」をアタスンに託したのは、彼が自分の顧問弁護士で
あるからという理由からだけではありません。彼もまたrジェキルとハイ
ドという両面を多少とも体現している」と察してもいるからなのです（3）。
模範となるべき暮らしぶり、寛容で礼節をわきまえた身の処し方、高潔さ
と自己抑制など、功なり名をとげた名士としての責務をその事務弁護士も
負わされています。r彼の過去はまずは非難されないものであった。とは
いえ、今まで為してきた自らの不徳のいたすところのあれこれを思い返せ
ば、あまり自慢はできなくなるのだった」（42）。であればこそ、現在のア
タスンはr自分自身には厳しい人間だった。ワインには目がなかったが、
一人きりのときにはジンで我慢していた。芝居好きであったが、この
二十年間というもの、劇場に足を運んではいなかった……このような離れ
業をアタスンはいかにも安々とこなしていた」（29）。一方ジェキルは、明
るく華やかな表通りと陰気で汚れた裏通りにそれぞれ面した二つの扉をも
つ自邸の造りそのままに、医学博士、民法博士、法学博士、王立協会会員
などの肩書きを連ね、慈善家としても知られている昼の生活の裏に「抑え
がたいある種の享楽性」（81）につき動かされる夜の生活があった、そして
その二つを友人のように「安々と」使いわけるなどできなかった一と打
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ち明けはじめ、読み手の心情に訴えかけようとしているのです。それは、
これから語られる受け入れがたい内容に少しでも読み手の共感と感情移入
を誘おうとする導入部なのです。
　自分とは似ても似つかない男の死体が目の前に横たわっているだろうが、
それこそヘンリー・ジェキルの仮の、というより真の姿なのだ一このよ
うな結論、そしてそこにいたるまでの恥辱に満ちた経過がつづられている
告白を、それでもアタスンは信じるだろうか。信じるかどうか以前に、そ
れが恥辱に、そしてそれ以上に悔恨にもあふれているからこそ、彼は親友
の名だけは汚すまいとしています。「『お前のご主人が逃げたとしても、死
んだとしても、少なくともその名誉だけは守れるはずだ』」（73）と、ジェ
キル家の執事に確約するのです。このとき彼はわれ知らず、ジェキルの思
惑どうりの方向に向かっています。告白者が語る必死の思いを受けとめ、
明かされる事件の真相を自分の胸だけにおさめ、その名誉を守るためにも、
行方不明者ジェキル博士の捜索を警察にあきらめさせるようにです。この
小説の物語部分の最初からその最後、主人の消えたジェキル邸から「足ど
りも重く事務所に帰って」（73）いく彼の後ろ姿を読者が見送るまで、アタ
スンはジェキルのことを気づかいこそすれ一rああ、かわいそうなハリー・
ジェキル」（40）一疑いを抱くなど考えも及びません。アタスンが「他人
に寛大であるのは周知の事実で、……どんな窮地におちいっても、とがめ
だてるより救い出してやるのが彼のやり方だった。……相手がそれにふさ
わしいかは問題外であった」（29）。その相手がまさに救うにふさわしい親
友であればなおさらに、詳しい状況は不明ながら、ジェキルを窮地から救
い出せるのは自分しかいないと信じて疑わないのです。ジェキル博士から
突然に送り届けられた遺書、その了解できかねる文面、博士の「失踪およ
び三か月にわたる原因不明の不在の場合には」（35）その財産は遺贈される
とそこに明記されているハイドという見知らぬ人物の出現（4）、そのハイド
の、そして彼に対する博士の不審な言動一にわかに謎めいてきた依頼人
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の身辺について、弁護士は直接本人に問いただしています。「『君には私
という人間がわかっているはずだ。だから僕にだけはその胸の内を内緒で
明かしてくれないか。そうしてくれれば、きっと僕にも君を救い出す手だ
てがあるはずだ』」（44）。ジェキルにはrわかって」いた一友人の善意、
というより愛情にも近い感情、そしてrその男の貴重な沈黙」（43）を自分
の密かな失踪計画遂行のために利用できると計算に入れるほど「わかって」
いたのです。弁護士として、真相を探り出そうとはするだろう、けれど知
りえた真相次第では、まさに顧問弁護士としての職分を守り、依頼人の不
利にならないように、堅く口を閉ざすだろう彼だからこそ、r陳述書」は
他でもないアタスンを、彼一人だけを読者に想定して書かれたのです。た
とえそれが帝都を騒がせた凶悪犯罪、下院議員ダンヴァース・カルー卿殺
害事件の真相にもふれているとしても、顧問弁護士として、それ以上に友
人として、おそらくアタスンは依頼人の告白を公表はしないだろう。
第一に、公表したとしても、その内容を信じてもらえるだろうか、第二に、
信じてもらえたとしても、そのときは友人の名が汚される、学者としての、
社会人としての彼の名誉が失われるときに他ならないではないか。容疑者
ハイドの死によって、ダンヴァース卿殺害事件の捜査は終了するだろう
一その一方で、ジェキル博士失踪事件の探索はすぐにも行きづまるはず
です。rほとんど病的なまでの差恥心」（81）を捨ててまで、r陳述書」とい
う形ながら、ようやくジェキルが自分に「胸の内を内緒で明かしてくれ」
たという何ものにもかえがたい友情の証しは、それと交換に、市民として
の義務を果たして、当局の捜査に協力するなど考えられないほどアタスン
には重いからなのです。「これを書いている途中で、変身の苦痛が私をと
らえたなら、ハイドはこれを引き裂いてしまうだろう」（97）一このよう
に「陳述書」のなかでは、自分の告白文を分身ハイドが破棄してしまうの
を恐れるジェキルも、実際にはアタスンがその文書を闇に葬ることを期待
しているのです（他の誰の目にもふれないようにと再び金庫の奥にしまい
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こまれるだろう秘文書を盗み読むという楽しみも、この小説は味あわせて
くれるのです）。
　物語のはじめから見ていけば、そこまでジェキルが予想していたかどう
かは別にして、今回の事件にかかわってアタスンが沈黙を守るだろうもう
一つの理由も見つかります。ハイドとの関係をひた隠しにしながらも、彼
という存在を擁護しつづけるジェキルの態度に、アタスンは自分自身がひ
た隠しにして守ろうとするある事情を重ね合わせているようなのです。ジェ
キルが「恥ずべき」（85、86）と形容しながら、それ以上は語ろうとはしな
い快楽を、いわゆるrその名を口にするのもはばかる愛情」に結びつけて
考えているふしがあるのです。rハイド氏探索」の章で、昼となく夜とな
く、仕事を放り出してさえ、謎の男ハイドが現れるのを待ち伏せして、博
士の実験室の戸口が向く裏通りを監視しつづけるアタスンから「異常心理
に近いもの」さえ感じる評者もいます（5）。少なくとも、ハイドという「ヘ
ンリー・ジェキルのお気に入り」（48）に対する嫉妬心は見てとれます（6）。
ジェキル自筆の遺言状に指定相続人として、r友人にして恩人」（35）とま
で記されたその名を見たときに弁護士をとらえた憤りと背中合わせの感情
がです。博士邸の裏口の鍵をハイドがもっている（と聞かされ、彼はr深
くため息をつき」（34）ます）ことでさらにかきたてられ、次のようなrの
ぞき趣味的な夢想」にまで拡大していく嫉妬心がです（7）。r寝室の扉が押
し開かれ、寝台の周りの垂れ布が乱暴に引き開けられれば、熟睡していた
者も目覚めざるをえない。すると見よ、すぐそばに人影が立っていて、そ
れが力をふるえば、そんな真夜中であろうと起き上がり、命令に従わなけ
ればならなくなるのだ」（37）。侵入者はなぜ寝室を選んで忍びこむのだろ
う。寝入っている者を起こすような、泥棒なら最もしないはずのことをな
ぜ「ハリーの枕許に泥棒のように忍びよるそいつ」（42）はするのだろう。
金品などではない、奪われるのはその家の主人自身なのだという恐れが、
問わず語りに明かされているのです。
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　この小説（主要作中人物はほとんどみな中年の独身紳士であり、登場す
る数少ない女性たち一場末の少女、街の女、小間使には名さえ与えられ
ていない）に隠された男性間同性愛の主題は、それが発表されてから
100年以上を経た今では、ほとんど批評上の常套句の一つになっていま
す（8）。その主題は、まだ主役のジェキルやハイドが登場していない小説の
冒頭から早くも聞こえてきます。「地味で、陰気な」アタスンと、彼の従
弟の「巷では名の知られた粋人」（29）リチャード・エンフィールドの二人
の奇妙な交わりを通じてです。「たがいに相手のどこが気に入っているの
か、どんな共通の話題が二人にあるというのか、どうにも理解しかねると
いうのが大方の見方」であり、日曜ごとに彼らがそろって出歩くときの様
子といえば、「二人とも口をきかず、何とも気が沈んだ様子で、友人でも
現れれば、いかにも安堵して、声をあげ歓迎するというのだ。それにもか
かわらず、この二人はその散歩をきわめて大事なものとみなし、週に一度
訪れる何にもまして貴重な機会と思い定めていた。二人だけの時間を邪魔
されず満喫するためには、他の楽しみ事など放り出してかまわないばかり
か、仕事上の用務さえ断る有様だった」（29－30）。週に一度のr何にもま
して貴重な機会」をなぜ「二人とも口をきかず、ことのほか気が沈んだ様
子で」過ごすのか。過ごさなければいけないのか。「同性愛者としての自
分を発見し、それに抵抗しようとするという、世紀末における同性愛資質
者のおののきの寓話」としての側面をこの物語から読みとるなら、答えは
探れそうです（9）。1885年に施行された刑法改正、いわゆるラブーシェア修
正条項は、男性同士の身体接触行為（未遂をふくむ）をより厳しく断罪し
ています。男色行為については、最高で終身刑もしくは十年以下の懲役刑、
未遂の場合でも、最高十年の懲役刑。公共の場所、私的な場の別を問わず、
その種の著しく不道徳な行為におよんだ場合には、二年間の禁固刑および
労役というようにです（10）（この最後の条項をめぐる、アルフレッド・ダグ
ラス卿の父クィンズベリー侯爵との裁判で、オスカー・ワイルドが敗訴し、
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刑に服したのは1895年のことです）。アタスンが思い出しているように、
「彼［ジェキル］も若いころは放蕩にふけっていた」（41）のであれば、過
去に犯した、それも公にはできない不品行を種に、ジェキルはそのハイド
なる者に脅迫され、金銭などをゆすられているのではとのエンフィールド
の見方にアタスンも同意します。「ゆすり」という発想とその行為（エン
フィールド自身が、夜ふけの街なかで少女を踏みつけたまま行き過ぎよう
としたハイドを捕らえ、弁償金として100ポンドを出させるという恐喝を
働いています）にこそ彼らの性向が見てとれるようなのです。rrゆすり』
という言葉に、スティーヴンスンのこの小説の発表当時の読者は、男性間
同性愛とのかかわりあいの暗示をすぐにも感じとっただろう。16世紀のス
コットランドで生まれたこの言葉は、一般に男色行為の告発と結びついて
いた」からです（11）。前にあげた刑法改正案も一般には「ブラックメイラー
ズ・チャーター」として知られていたとのことです。エンフィールドと同
様に、アタスンも自分の方こそ脅迫者となる決意を表明します。「彼なり
の隠し事があるはずだ一後ろ暗い秘密があるはずだ」（42）。このような
確信には、ハイドは単なる脅迫者ではなく、その種の快楽のまさに相手だっ
たのではないか、彼も自分と同じ秘密の共有者ではないのかとのアタスン
の思いこみさえうかがえるのです（アタスンが隠しつづけているような性
的嗜好がジェキルにもあるとして、なぜ彼はあのように厭わしい外見の青
年をその対象に選んだのか。この問いには、アタスンなら答えられるかも
しれません一地味な性格、さえない風貌の彼が洗練されたエンフィール
ドに特別な感情を寄せるのとは逆に、美丈夫のジェキルは、そういう青年
だからこそハイドに引かれたのだと）。
　アタスンのこの推測は、ジェキル博士にかかわる他のそれらと同じよう
に、ここでも的外れに終わります。自分の性的傾向に引きつけすぎた推理
だからという他にも、彼は本来r登場すべき小説を間違えた、少なくとも、
間違って違うジャンルの小説に登場してしまった」人物なのだからとの見
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方もあります（12）。推理小説の舞台と彼が思っていたのは、怪奇小説の迷路
のなかだったというわけです。同性愛者の陰影をかい間見せながらも、ア
タスンは何よりも「健全で、保守的な側での人生を愛する者、奇想にふけ
るなど公序良俗に反すると考える者」（35）としての姿勢をくずしません。
だからこそ自分の性的嗜好を隠し、抑えるとき、挙動の不自然さが周囲に
は目立つのです。ジェキルとハイドにかかわる一連の不審な事件に巻きこ
まれて彼が思うには、「謎めいたことでもよく調べてみればそうなるのが
常であるように、この謎も次第に解き明かされ、ついには真相がわかるだ
ろう」（38）。そのような彼ならではの常識と理性がおよぶ範囲を越えた真
相が、やがてアタスンに突きつけられます。しかし彼の推測なり行動が常
識と理性の範囲内にとどまっていなかったなら、「英国社会は理性ある人
間の統制のもとに存続していくというゆるぎない判断」の持ち主でなかっ
たなら（13）、物語のなかで一人称の語り手に近い役割をになう自分への読者
の共感をアタスンは得られなかっただろうし、小説の最後の二章をなす
二つの告白文による事件の種明かしの衝撃度も弱まるはずです。誤った判
断を重ねつづけるアタスン。ジェキルの言動に騙される、いいかえれば作
者の術策に惑わされる彼こそ、r陳述書」のためにジェキルが想定しただ
けでなく、この小説全体が設定したr理想的な読者」なのです（実際に文
書を読むという意味でも、状況を読むという意味でも）。「この物語を
十二分に味わうためには、読者は無垢な目を持っていなくてはならない
」（14）。しかし現在では、何の予備知識ももたず、ハイドやジェキルという
名さえ聞いたこともないままでこの小説を読みはじめられる読者、騙され、
惑わされるという特権にあずかれる幸福な読者は、英語圏、およびその翻
訳が版を重ねている文化圏ではいそうにありません。そこで、そのような
読者がいると想定して、彼／彼女は、「陳述書」で真相が明かされるまで、
どのように騙され、惑わされるだろうか、という一例としても、以下の論
を進めていきます。
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　その数は決して多くはないけれど、実際にハイドと出会った者が一様に
その外見上の特徴としてあげるのは、若くて小柄、それ以上に「何か名づ
けられない奇形を負った不具者という印象」（40）、「拭いきれない、しか
し言い表しようもない、不具という感じ」（50）です。ジェキルとハイドと
いう名の二人が人間一般のもつ二重性を表す比喩であるなら、ハイドの姿
形も一つの隠喩と受けとれます。r彼の障害は、肉体上のというよりも、
道徳上のもの」とするように（15）、あるいはr何か名づけられない奇形を負っ
た」という彼にまつわる印象をrその名を口にするのもはばかれる愛情」
としてのr同性愛に対する、19世紀末における病的なまでの忌避感情を暗
示している」とも見るようにです（16）。そして同性愛＝犯罪＝悪という等式
が成り立つなら、ハイドの外見こそ「悪そのもの」（84）の表象になるので
す。ジェキル自身がそう見るようにうながしています一r悪（これこそ
人間の致命的な一面であると今でも信じて疑わないが）は、その肉体に不
具と頽廃の痕跡を残してもいた」（84）。アタスンが思うには「不浄な魂の
放つものが、肉体の表面にまで吐き出され、肉体を変形させている」（40）。
ハイドのr小人のような背丈」（40）もr悪というものの本質としての未成
熟さ、幼児性を暗示している」のかもしれません（17）。「その道徳観念の成
長がとまっているか、あるいはまったく欠如しているからこそ」倭躯なの
だとする指摘もあります（18）。そのような評言をまたなくても「初版のとき
から読者は、スティーヴンスンのこの小説のなかに、ロンブローゾ［イタ
リアの法医学者（1836－1909）］が設定した犯罪者の類型と先祖返りをした
ような姿のハイド氏との間の類似性に気づいていた。……犯罪者と退行性
とを……同等視することは、身体上の不具が反社会的行為を生み出すとい
う主張がなされたのと同じように、1880年代ではよく取りざたされたこと
だった」（19）。エンフィールドの報告によれば、はじめてハイドなる人物を
目にしたとき、彼は「平然とその子を踏みつけて、倒れて泣き声をあげる
ままに置き去りにした……それは見るからに地獄のような光景だうた」
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（31）。実際に「踏みつけて」いたのなら、少女はどこかを骨折したか、で
なければ内臓破裂をおこしてもおかしくありません。けれど「医者の診る
ところでは、その子はおびえているだけで怪我は大したことはない」（31）。
その粗暴な振る舞いと相まって、その容姿と容貌一rものに動じること
のないエンフィールドにも、一度見ただけで忘れがたい憎悪の念を呼びさ
ます顔」（38）　への強い反感と偏見とが、出会ったばかりのハイドを実
物大以上の怪物（あるいは、その背の低さが強調されているなら、実物大
以下の小鬼）に仕立てあげているのです。エンフィールドが話して聞かせ
る少女暴行の情景から、アタスンもまだ見ぬハイドのr悪鬼のような姿」
（36）、「哀れみの心などかけらもない男の顔」（38）を思い描いています。だ
からこそ、彼とはじめて出会うとき、r遠くからでも、その顔つきは、な
ぜか見る者に強い反感を呼びさます」（39）（傍点筆者）のです。しかし先
入観と差別意識は控え、想像力も通常の因果律の範囲内にとどめてエドワー
ド・ハイドなる人物を見すえるなら、不具、奇形を連想させるその身体上
の特徴は、まさに何らかの疾病の症状以外には考えにくくなります（ひと
きわ目立つ小柄なその体躯も病状の一つなのかもしれません）。「名づけら
れない」「言い表しようもない」外見上の特徴を見せるハイドとは、少な
くとも当時の（少なくとも英語圏内での）医学用語にはないために、「名
づけられない」「言い表しようもない」身体の形成・形質異常を負った障
害者、それも進行性の（深夜の街にはじめて登場するときはそうではなかっ
たのに、その後一時間経過を算出すれば約一年後、ダンヴァース卿事件
の夜には、歩くのに杖が必要となるほどの）障害に悩む病人なのだと仮定
してみます。そうすることで「熟練工によって実に入念に彫りあげられた
ガーゴイル像」にも擬せられる『ジェキル博士とハイド氏の怪事件』とい
う作品全体が損なわれるとしても（20）、ゴシック建築を飾る石像の似姿にも
変わりゆく肉体を負わされたエドワード・ハイドの苦しみには焦点を当て
られるのではないか。（21）
ジェキル博士はハイド氏ではない（針生）（65）494
　ジェキル／ハイド別人説は、博士が調合に成功した（と彼の言う）霊薬
を服用するまでは、誰もエドワード・ハイドなる人物を目撃していないこ
とからも反論されます。あのような特異な風貌の者なのに、今まで誰にも
その姿を見られてはいないのです。しかし、特異な風貌だからこそ、服の
上から見ただけでもそれとわかる（あるいは服の上から見た以上の）何ら
かの身体障害を好奇の目で、あるいは偏見をもって見られるのを嫌い、恐
れた（あるいは周囲から恐れられた）とすれば、今まで人目を避けて暮ら
してきたのは当然のことになります。今まで誰にも見られていないのなら、
ソーホー街に落ち着く前は、国外のどこかにいたと考えられます。国外と
いうのなら、肉体上の欠陥も多少は割り引かれるだろう、支配階級として
の特権を享受できるような、大英帝国支配下の植民地のどこかにかもしれ
ません（とはいっても、自らそこを選んだのではなく、そこで生まれた、
あるいはまだ幼いころに移り住んだのではないか。というのも、そこは母
親の出身地だったのではないか。そしてそこが熱帯あるいは亜熱帯のどこ
かであるなら、ハイドの身体を冒したのは、その土地固有の風土病の一種
なのかもしれません）。ソーホー街の裏通りがハイドの居所としてふさわ
しいのは、アタスンにそう映るように、そこがr悪夢のなかのどこかの都
市の一街区のよう」（48）だからではありません。「さまざまな国籍の多く
の女たちが行き交う」（48）その区域なら、彼のような異邦人も受け入れて
くれるからなのです。そして難病患者の彼があえて帝国の中心にまで出て
きたのは、当時の医学研究の最先端の成果の恩恵にあずかるためだったの
です。ではなぜ、他の医者ではなく、ジェキルを頼ったのか。医学博士と
はいえ、開業医でもなく、臨床医でもない彼を選んだのか。
　同性愛という情動よりも自然に、かつ濃く、二人の成人男性を結びつけ
るのは、血縁関係の他にはありません。遺書とはふつう誰にあてて書かれ
るのか。配偶者あるいはそれ以外の扶養家族にです。アタスンに遺書を託
した人物にはかつても今も法律上の妻も子もいないとはいえ、「彼も若い
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ころは放蕩にふけっていた」。そして男子である指定相続人との間にはか
なりの年齢差があるとなれば、ハイドとは遺言人の生物学上の息子だとし
ても不自然ではありません。ジェキル自身が「陳述書」のなかで、一度な
らずハイドを子供として言及しています。霊薬によって心身ともに別人に
なり変われたときの心境を「すぐさま、小学生の男の子のように、今まで
着ていた借り着を脱ぎさり、自由という大海に真さかさまに飛び込んでい
く……」（86）と語っています。カルー殺害へと駆られた衝動を説明して
「病気の子供がわけもなく玩具を壊すときの精神状態と大差ない」（90）と
してもいます。これらの比喩が暗示しているのは「ハイドヘの変身がもつ
退行性」かもしれません。（22）だとすれば、知らない間にハイドヘと変身し
て身長が縮んだために、子供が大人の服を着たように、ジェキルの服が合
わなくなる場面こそ、その退行現象を目に見える形で強調することになり
ます。けれどここではジェキルとハイドとの年齢差は、何らかの含意はあ
るとしても、その差の数も確かではないとしても、何よりもまず父子問の
それに相当すると見てみます。（23）（成人男性のハイドに使う比喩としては、
小学生や玩具を壊す子供では年齢が低すぎます。ただ、何らかの事情で、
まだ幼い彼を連れて母親がジェキルのもとから離れていったとすれば、成
人に達して現れた息子に、別れたときのまだ少年の面影を父親が重ねるの
はおかしくはありません）。自分とハイドの関係をまさに親子のそれに言
よせてジェキルが嘆くところさえあります。「ジェキルは父親以上に［ハ
イドに］関心を抱いているのに、ハイドといえば息子以上に冷淡だった」
（89）。
　「陳述書」は偽文書のはずです。とはいっても、怪談仕立てで語られる
虚構の織物には、偽らざる真情と真相も織りこまれているのです。そうで
なかったなら、書かなければという強い思いを書き手に駆り立てなかった
だろうし、書きつづける緊張感も持続できなかっただろう、そして読み手
に訴えたり、理解させたりする説得力をも欠いていたはずです。そこに織
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りこめられている事実や実体験、実感情は、時には上に引用した父子関係
の比喩を使うなど、（思わずペンがすべったのか）あからさまなまでに表
現されることもあれば、時には屈折させられたり、反転されたりして、次
の例のように遠回しに表現されてもいます。ハイドに変身した自分の姿を、
研究室の鏡に映してはじめて見たときのそれとして記されている感慨には、
青年となった息子一まだ病状がそれほど現れていないころのハイドには
じめて出会ったときの博士の感情の高まりが隠されているのです。「鏡の
なかに邪教の醜い偶像を見ても、何の嫌悪感も催さなかった。むしろ、う
れしくて跳び上がりたいほどだった。これもまた私自身なのだ。自然で人
間らしい姿に思えた。より活気ある精神を宿しているように見えたのだ」
（84）。ハイドとして追い求める享楽生活などあるはずもなかったとしても、
確かにジェキルには、社会の名士という仮面の裏に抑えつづけてきたもの
があった一そしてそれは、安穏な暮らしに満たされた、自分の周囲の紳
士たちと異なり、「自然で人間らしい」「より活気ある精神を宿している」
青年にして異邦人ハイドにこそ見出されるべき何ものかであったのです。
例えば「分別を忘れた向こう見ず……義務という拘束からの解放、未知の、
しかし純真なとはいえない魂の自由」（83）。過去の恥辱の告発者としてで
はなく、ましてやアタスンやエンフィールドが推測するような脅迫者とし
てでもなく、自分には失われた若さという特権を享受する者として、ハイ
ドはジェキルの前に現れたのです。そしてそのような存在として、息子の
帰郷は歓迎されたのです一少なくともはじめのうちは。
　ジェキルはハイドに偏見をもたなかった一しかし他者の偏見は十分に
予測できたし、恐れもしたのです。ジェキルがハイドとの関係を秘密にし
たのは、自らの過去の秘密が明かるみになることをではなく、息子を必要
以上に好奇な人目にさらすことを恐れたからです。指定相続人とされた未
知の人物について問いつめるアタスンにジェキルは答えている、というよ
りも、彼をなおさら迷わせ、嫉妬させてもいます。「あのハイドが可哀相
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でならないのだ。君に会ったと彼から聞いた。彼の態度はよくなかったこ
とと思う。しかし私は大いに、いや心底からあの若者のことが気がかりな
のだ」（44）。あの「不快感を催させ、嫌悪感を抱かせ、そして恐ろしい」
（40）ハイドのどこがそれほど可哀相なのか、彼の何がそんなにも気がかり
なのか。アタスンの思いこみとはちがって、ハイドは比喩ではない、実際
に「病気の子供」であり、それも業病にして奇病に冒されていたのです。
現代医学の恩恵をうけるべく帝国の首都に戻ってきたけれど、その都市特
有の湿気と寒気も災いしたのか、病状はかえって悪化するばかりだったの
です。r私が出現させる力を握っているあの悪の分身は、近ごろではよく
訓練され、発育してきた。エドワード・ハイドの身長は伸び、私がハイド
の姿をとるとき、以前よりも血量が増加しているのがわかるのだった」
（88）。「陳述書」でこう書かれているのは、現実を裏返しにした（ハイド
の身長が伸びたなど、他の誰も気づいていません）父の願望が描いてみせ
るハイド像なのです。ここまでの事件の展開をジェキル≠ハイドを前提と
する仮設としてまとめてみます。
　18一一年の冬のある夜も明け方近く、幼い少女を路上に踏みつける彼をエ
ンフィールドが目撃したのは、ハイド氏というその青年紳士がどこか外国
からロンドンヘと戻ってきて間もないころだった。難病の治療のためにで
あった。病魔に冒されることもなければ、まだ幼いころに（おそらくは母
とともに）移り住んだ（おそらく母の出身地である）異国にとどまり、そ
こで一生を終えたことだったろう。十年あまり前から深入りしはじめたと
いう、ラニオンによればあまりに奇想にふけるジェキル博士の研究は、最
近では、病人ハイドの治療のための、少なくともその病状の進行を止め、
・苦痛を軽減する薬品を求めての実験に向けられてきた。博士自身が告白し
ているような、悪しき衝動を解放させた別人に生まれ変わらせる秘薬など
ではなく、悪性の疾患をもつ患者に正常な健康体を回復させる特効薬を求
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めていたのだった。そうまでしてきたのも、ハイドとは、法律上のではな
くとも、博士の実子であったからだ。自分の血を継ぐ存在という意味で、
確かにハイドはジェキルの分身だった。博士は息子のためにソーホー地区
に家を借り与え、その診察と治療のために、自宅の研究室にも密かに、し
かし自由に出入りできるように裏ロの鍵を与えてもいた．人生の盛りにあ
るうちに遺書をしたため、そこに遺産相続人としてハイドを指名したのは、
彼にそう強いられたからでも、父親としての義務感からでもなかった．目
の前に現れたハイドは、自分も舎めた紳士階級の者たちが捨ててきた、あ
るいは抑えつづけてきたものを体現していると父親ジェキルには思えたの
だ。少なくともはじめのうちは。
　ハイド自身も、というよりハイドこそ、相容れない二つの顔をもちはじ
めます。「憶病と大胆さが一種耐えがたいまで不快に混じりあった」（40）
態度でアタスンに接するように、不具者という印象と矛盾して、人並み以
上の体力に恵まれているとさえ、周囲の目に映るときがあるのです。（24）
「力強い筋肉の動きと、見るからにひ弱な体質の徴候とが何とも奇妙に一
体となっている」（77）一これが彼を目の前にしたラニオンの印象です。
次のように自らを語るジェキルの言葉こそ、ハイドにふさわしい一r荒々
しいまでの生命力を収める容器たるに十分強靱ではないと思われる肉体」
（95）。はじめて登場するとき、彼は真夜中の街路に「足取りも軽く」（31）
現れます。ジェキル邸の裏口では「目にもとまらない素早さで」（40）アタ
スンの前から姿を消しもします。その邸の執事プールは生きている彼を見
た最後の目撃者であり、そのときも「すばしっこく身軽な」ハイドは「と
ても足早に」（67）去っていったと報告しています。敏捷さだけではありま
せん。小説を通じて（ジェキルからのそれも含めて）三度もハイドについ
て使われる「類人猿のような」という形容詞は、それぞれが修飾する名詞
一r怒り」（47）rずる賢さ」（96）r悪意」（97）を別にすれば、何よりも、
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闇のなかから急に現れた野性児の運動能力と筋カーダンヴァース卿殺し
のときに最も野蛮な形で使われる力への都会人の驚きを表しているのです。
警察の調査によれば、ソーホー街でのハイドの暮らしぶりは「どれもかん
ばしいものではなかった。人を人とも思わぬ、凶暴なで酷薄な性格、浅ま
しい暮らしぶり、尋常とはいえない仲間たち、そのために、常に周囲から
は白い目で見られていたことなどがわかってきた」（56）（「彼と親しくし
ている者などほとんどいなかった」（50）という別の捜査報告がある一方で、
「尋常とはいえない」としても、ハイドにも「仲間たち」がいたのです）。
少なくとも「浅ましい暮らし」を送れるほどに彼は健康体ではあったわけ
です。ハイドを襲う苦痛は発作性のものだったのです。発作さえ起きなけ
れば、外見はどうであれ、病人とはほど遠い面も見せる彼だった一しか
し一度発作が起こると、重症患者へとまさにハイドこそ変身をとげるので
す。「拷問をうけるような激痛、骨も砕けるばかりの苦痛、耐えがたい吐
き気」（83）一これらに悩まされるのは、別人に変身するときの父親ジェ
キルではなく、難病の発作がその身をさいなむときの息子ハイドなのです。
彼が見せる病苦と健康との落差こそ、一個の肉体を奪いあう二つの人格と
いう発想をジェキルに与えたのではないか。裏表二つの顔を見せるのは、
むしろハイドの方だった一相容れないその二つとは、r陳述書」のなか
で詳述されているような悪と善というよりも、一個の生命体たる人間にとっ
てはるかに切実な葛藤、生と死とのせめぎ合いだったのです。
　自らの苦痛の反動だとしても、他人に苦痛を与えるハイドの暴力が許さ
れる訳はありません。彼の暴力行為は、第三者に目撃されていないそれら
を除けば、少女や老人、街の女などだけに向けられているために、それだ
け厭わしいものとなります。しかしそれらは「すべていわれのない、加虐
趣味を満足させるだけのための行為」なのか。（25）開巻で紹介される少女へ
の「暴行」も、エンフィールドが語るからこそ「暴行」になるのです。深
夜に医者を呼ぶために急いで走ってきた彼女と曲がり角でぶつかり、当然
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彼女の方が倒れ、ハイドの足がその体にふれた一という以上のことでは
なかったのではないか。少女の泣き叫ぶ声を聞いて集まってきた、「これ
ほど憎々しげな顔……は見たことがない」（32）とまでエンフィールドに言
わせる連中が騒ぎを大きくしたのではないか（彼らにとり囲まれ、責めら
れるハイドは「おびえていた」（32）とエンフィールドも見ています）。ハ
イドが冷酷だったとすれば、少女に乱暴を働いたことにではなく、倒れた
彼女を助け起こし、怪我はなかったかと尋ね、謝罪する、さらには彼女の
代わりに医者を呼びにいく、などの当然の対応を怠ったことにあるのでは
ないか。なぜ怠ったのか。発作の不安をかかえてハイド自身が医者のとこ
ろへ向かう途中だったのか、あるいは、発作が去った後の脱力状態がつづ
いていたためか。リージェント公園で知らないうちにハイドに変身したた
めに、着ているのはジェキルの服、しかし体はハイドという格好を隠すよ
うに街路をさまよう自分に話しかけてきて「マッチ箱のようなものを差し
出した」（94）女性（「街娼」の娩曲表現）の顔を殴りつけたという一節が
r陳述書」にあります。これもr暴力のための暴力」ではなく、r恐怖と憎
悪だけに支配されていた」（94）そのときの彼の防御本能が働いた一瞬では
ないのか。そしてカルー殺害も、理不尽な凶暴性の爆発によるr動機なき
行為」ではなかったのではないか。（26）被害者をカルーと外見が似たもう
一人の人物ヘイスティー・ラニオンと見間違えた誤認殺人だったとここで
は仮定してみます。その二人は、高い社会的地位とそれに由来するいかに
も紳士然とした風貌と物腰で似通っています。満月が輝く晩とはいえ、深
夜の街路で出会った（そして小柄なために視点の低い）ハイドは、国会議
員ダンヴァース・カルー卿を、おそらくは一度しか会ってはいない医学博
士ヘイスティー・ラニオンと見誤まったのです。その一度の機会とは、ラ
ニオンがジェキルとハイドの二人と相対したときだった一ただし、
一人の人間の肉体に棲みつく二人としてではなく、自分の診察室を訪れた
二人としてです。自ら彼が手記に残した内容とは逆に、ラニオンはジェキ
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ルとハイドが別人だと知る証人、その二人が共にいるところを見た唯一の
目撃者だったのです。
　ハイドの病状は悪化するばかりで、彼をともない、かつての学友で、現
在は首都の医学界の重鎮、「あの高名な内科医」（93）ヘイスティー・ラニ
オン博士のもとにひそかに助力を求めにいくという屈辱もジェキルはあえ
て耐えようとします（このいきさつはr陳述書」のなかでは、戸外で知ら
ぬ間にハイドヘと変身している自分に気づいたジェキルが、元の姿に戻る
ために、恥を忍んでラニオンの力にすがるときの挿話に書き替えられてい
ます）。屈辱というのも、ラニオンこそ、科学者としてのジェキルの資質
を疑い、批判というよりも軽蔑し、冷笑してもきた当人だからです。
「『ここ十年あまりヘンリー・ジェキルが奇想に走りすぎること、呆れる
ばかりだ。おかしくなってしまったんだ、精神がね』」（36）。一方ジェキ
ルも相手をrr何も知らないくせに、口ばかりは達者な街学者だ。ラニオ
ンばかりは見損なった』」（43）と断言してはばかりません。たがいに相手
を非難する口調の強さは、ここでもアタスンの推測一「『彼らが意見を
異にしているのは、何か学問上のことでしかないのだ』」（36）一とはち
がって、立場の異なる相手のその立場だけは尊重する姿勢さえ欠くほど修
復不可能な、個人間の反目だと思わせます。であればその診察室のなかで
は、両者の対立をハイドがまず際立たせ、その対立の犠牲者とハイドがな
る結果に終わったと推測できるのです。どうにかして自らの手で難病の治
療薬をつくり出し、患者に健康をとり戻させようと努めるジェキル。その
ために、ラニオンから見れば「およそ科学者らしからぬたわ言」（36）を吐
いては、異端とも、愚かしいともいえる行為に走るジェキル。苦しみ、悩
む被害者としてではなく、興味深い特異な症例としてだけハイドに接して、
治療の可能性への疑いも隠さないラニオン。そのために、ジェキルから見
れば「狭量この上ない、低俗きわまる見方に縛られて何も見えず、霊薬の
効力を否定しつづける」（80）ラニオン。確かに当時の医学の水準では、ハ
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イドの症例は手に余るものだった一けれど、少なくともその当時ででき
る限り最良の治療をハイドがうける機会は、その一歩手前で失われたので
す。屈辱を忍んでのジェキルとハイドのラニオン訪問は、さらなる屈辱を
二人に味あわせる結果にしか導かなかったのです。
　ジェキル／ハイド別人説への何よりも強力な反証に、後者から前者への
変身を目撃したとのラニオンの手記があります。ここではそれこそ別人説
を裏づける証拠、いいかえれば、「陳述書」と並んで、二人は同一人物で
あると思わせるための偽装工作と仮定してみます。ラニオンこそ、変身ど
ころか、ジェキルとハイドの二人が並ぶところを見た唯一の目撃証人だっ
たのですから。宛名人が差出人より先に死亡した場合には未開封のまま破
棄されることを条件に、アタスンはラニオンから一通の手紙を託されます。
その破棄条件とは逆に、急病に倒れ、あわただしく世を去った差出人の葬
儀も終わり、アタスンがその封筒を開ける機会が訪れます。なかにはさら
に封書が収められていて、表書きには「ヘンリー・ジェキル博士の死亡、
あるいは失踪のときまで開封なきこと」と厳命されています。ハイドを相
続人とする博士の遺書に記された一条項そのままのこの但し書きは、手紙
の保管人にハイドの介在を疑わせます。それなのに、と彼は困惑します、
「ラニオンの手で書かれているのは、一体どういうわけなのだ」（59）。す
ぐにも封を切りたい誘惑にかられる彼ですが、r職業上の名誉と亡き友へ
の忠誠は何にもまして守るべき責務だった」（59）。ラニオンという人物へ
の敬意だけはゆるがせにできないのです。ジェキルがその調合に成功した
という秘薬の効果を実際に見ているのは、少なくとも見たと主張している
のは、ラニオンー人しかいません。それを裏づける証拠も第三者の証言も
ありません。しかし証人自身は大いに信用するにたる、社会での地位も申
し分ない人物であり、さらには自分の命を賭けてまでの証言でもあれば、
その真偽（文書そのものの信態性、その内容の真実性）を疑うなど、アタ
スンにはできるはずもないのです。その名声を借りて、学問研究上の最大
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の敵ラニオンを、ジェキル／ハイド同一人物説を立証するための最大の味
方＝証人に仕立てているのがその手記なのだとはアタスンには想像もつか
ないのです。ハイドがその正体を現す様を実際に目にしたのなら、なぜラ
ニオンはすぐにも博士をダンヴァース卿殺害の犯人一「その夜、家に忍
びこんできたその者こそ、ジェキル自身の告白によれば、カルー殺害の犯
人として全国に手配状が回っている男だった」（80）一として告発しなかっ
たのか。かつての学友とはいえ、今は研究者としての資質を疑い、軽蔑も
し、公然と非難さえするヘンリー・ジェキルを訴えるのにためらう必要は
ないはずです（手記に書かれている出来事は、1月9日の夕方にジェキル
からの手紙を書留でラニオンが受け取ることからはじまります。その前日、
博士はアタスンや他の友人たちとともに、疎遠にしていたラニオンも自宅
に招き晩餐をともにしていますが、これについては後にふれます）。証人
は自分の死期が遠くないと承知していて、さらには、その手記の言葉を信
じるのなら、ジェキルの変身を目のあたりにした恐怖、そして絶望一r私
の人生は根底からゆらいでしまった。もはや安眠などできはしない。昼夜
を分かたずつきまとう恐怖感にさいなまれるままなのだ」（80）　がその
遠因であるのならなおさらに、事実を当局に、そして世間一般に知らしめ
ることに何の迷いもないはずです。そうしたのなら、信じがたい話だとは
いえ、rひきもきらない患者たち」の信頼の的、「あのラニオン大先生」
（36）の証言であるからには、捜査当局も耳を貸さないわけはないのです。
　ラニオンが急死する三週間ほど前、彼の邸を訪れたアタスンが驚くのは、
面変わりするほど衰弱した主人にだけではありません。訪問者がふとジェ
キルの名を出すと、r顔色を変え、震える手をさし上げて」（57）さえぎる
彼にもです。とはいえ「もうジェキル博士の顔も見たくないし、彼の話も
聞きたくない」と否定を重ねるだけで、そう言わせるだけの何が二人の間
にあったのか、ジェキルにかかわる「呪われた話」（57）とは何か、この時
点ではラニオンは口をつぐんだままなのです（rわれわれがたがいに二度
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と会ってはならないという点ではラニオンと同意見だ」（51）と述べるジェ
キルもまたその理由についてふれていません）。その手記に書かれている
ような変身の現場を故人が目撃したことを裏づける確証はないばかりか、
本人の口からも生前それにふれることさえなかったのです（その沈黙のも
つ他の意味・理由については後にふれます）。このことからも、手記の内
容について疑問が生じます。何か別の内容がつづられたラニオン本人の手
記が、誰かによって偽造された文面の異なるもう一通の手記と巧みにかつ
自然にすり替えられ、そしてそれをアタスンが手にし、読まされていると
したら、あるいはもともとラニオン自身は手記など何も書き残していず、
これも誰かの創作になる偽文書が、やはり巧みにかつ自然に、それだけは
直筆のラニオンの署名がある封筒に収められてアタスンに託されたとした
ら、でなければ、ラニオン自身の手によるものとしても、誰かに強制され
て言われるがままの内容を書かされたとしたら一などの仮定を退ける根
拠は特にないのです。ここでは、ラニオンはやはり手記を残したと、そし
てそれを誰かが別のものと取り替えたのだと、その誰かとはジェキル（あ
るいは彼が送った誰か）であったと仮定してみます。ラニオン自筆の表書
きのある封筒に、自ら書いた偽の文書を忍びこませたのだとしてみます。
そのときには当然、それを読むことになるアタスンに何の疑念ももたせな
いように、ジェキルはラニオンの筆跡を真似ることに十分に慎重であった
一とはいっても、慎重さを欠いたところもあります。手記のなかで紹介
されている、故人宛てに送られてきたというジェキルの手紙の日付は12月
10日となっています。「この手紙の日付は誤りにちがいない。ラニオンは
ジェキルと晩餐を過ごした翌日の1月9日に手紙を受取っているが、その
手紙の緊急さ（rもし君が今夜会ってくれなければ、僕は破滅だ……」）か
ら見れば、三週間も前の日付など考えられない」（27）。しかし、作者の間違
いというよりも、これは手記を創作した際のジェキルの思わぬ見落としで
あり、それこそ偽造の証拠の一つとも考えられるのです（手記が「創作」
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であれば、ジェキルからの書留などラニオンは受けとってはいないことに
なります）。
　では、奪われた手記、奪ったジェキル以外には誰も読めないラニオン本
人の手記には何が書かれていたのか。わが身を襲った突然の体調不良につ
いてだと考えられます。ラニオンの死にいたる病とは何だったのか。心身
ともにきわめて壮健であったはずの彼が、なぜ体力、気力ともに急に衰え、
病床についてまもなく息を引き取るような事態におちいったのか。それほ
どの強い衝撃をうけたと手記に記されているとはいえ、直接には自分と関
わりのない事件の真相を目撃しただけで、身体に重度の変調や障害が起こ
るものだろうか。蒼白な顔色、体重の急減、大量の抜け毛一病人が見せ
るこれらの症状は、何らかの薬物の作用によるのではと疑われます。ジェ
キル、アタスン、そしてラニオンのかつての学友三人が会した1月8日の
最後の晩餐は、友情の回復のためにという口実で、主人役のジェキルが客
の一人に毒物をもる機会を得るために設定されたのではないか（アタスン
がラニオンの変わりはてた姿を見るのは食卓を共にしてから10日もたたな
いうちにです）。だとすれば、その席で主人役のジェキルが「固い友情で
結ばれていた昔に返ったかのように、［アタスンとラニオンの］二人をか
わるがわる見つめていた」（56）のは、友情の復活を装う精一杯の演技であっ
た、でなければ、その折りを最後に、医学博士としての自分から、そして
ラニオンやアタスンが代表する世界から決別する決意の表れだったとも考
えられます。速効性ではない、しかし確実に人の肉体を蝕んでいく毒物
（そのようなものがあるとして）を手に入れる、あるいは自ら調合するの
は、医学博士ヘンリー・ジェキルには決して難しいことではなかったはず
です。「その興味は解剖学にかかわることよりも、化学的な面にあった」
（51）博士にはです。そして病床でのラニオンもそのように思いめぐらして
いたのではないか。もしラニオンがアタスンに、後にジェキルによってす
り替えられ、破棄されることもない手記を託していたのなら、そこには、
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自分の病気とその原因についての医者としての彼なりの推理がつづられて
いたのではないか。カルー殺害犯のだけでなく、推測の限りではあれ、ラ
ニオン殺害犯の名と手口が記されていたのではないか。ただ、明らかな
r物的証拠」を探るほどの体力もなく、確証を得る時間もなく、告発はあ
きらめるしかなかったのではないか（だからこその沈黙だったのではない
か）。病人にできたことは、死後、自分の遺体を検視にかけ、犯行の証拠
（何らかの薬物の痕跡）を捜し当て、犯罪者ジェキルの罪科を明らかにす
るようにとの、まさに必死の願いを記した手記を誠実で信頼できる弁護士
アタスンに託すことしかなかったのではないか。であればなおさらに、ジェ
キルにはその手記を奪い取る必要があったのではないか。そして実際に奪
い取り、かつ利用したのではないか。
　ではなぜラニオンは命を奪われたのか。何がそれほどまでに高い代償を
ジェキルに払わせたのか。（28）その動機をさぐれるかどうか、ここでカルー
殺害事件後の時間経過を整理しておきます。
18××年
10月×日
翌日
：深夜近くの路上で、代議士のダンヴァース・カルー卿が殺害
される。現場の目撃者は、一度だけしか会ってはいないが、
その容貌のために忘れもしないハイドの犯行だと証言する。
容疑者は、そこの女家主によれば、その夜もかなり遅くなっ
てソーホー街の自宅に戻ってくる。
：警察に呼ばれて、アタスンは被害者の遺体を確認する（発見
当時、被害者はなぜかその身元を明らかにする名刺や書類類
を所持していなかった。ただアタスン宛ての手紙だけが見つ
かったために一なぜそんな深夜に手紙を投函しようとした
のかも不明だけれど一彼が呼ばれることになった）。その
後、ハイドの住所を知るアタスンは、警官とともにソーホー
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　　　　　街の隠れ家におもむくが、すでにそこに借り主の姿はない。
　　　　　しかし焼き捨てられた書類・手紙類に加えて、凶器となった
　　　　　杖の破損した一部などが見つかり、彼の容疑は疑いのないも
　　　　　のとなる。
　　　　　（この後二ヵ月ほど、安泰な日々を過ごすジェキルが見られる）
18××＋1年
　1月8日：ジェキルは自宅で晩餐会を開き、アタスン、ラニオン、その
　　　　　他の友人が招かれる。
　1月9日：（ジェキルの「陳述書」によれば）リージェント公園のベン
　　　　　チで、知らぬ間にハイドに変身したジェキルは、その姿のま
　　　　　までは家に戻れなくなり、ポートランド街のホテルに逃げこ
　　　　　み、指定した薬品をジェキル邸から持ち出してくれように懇
　　　　　願する手紙をラニオンのもとへ送る。深夜になるのを待って
　　　　　ラニオン邸を訪れ、用意されていた薬を飲みほし、ようやく
　　　　　ジェキルの姿に戻ることができる。その代償に、ラニオンに
　　　　　ハイドの正体を知られてしまう。
　1月10日：（再びジェキルのr陳述書」によれば）自邸で朝食後、再び
　　　　　ジェキルは、自分の意思とはかかわらずハイドとなっている
　　　　　のを知る。そして元の姿に戻るには、いつもの二倍の薬量が
　　　　　必要となる。その後も何度かハイドにジェキルの肉体は奪わ
　　　　　れる。
1月12日：アタスンはジェキル邸を訪れるが、面会を断わられる。
1月14日：再度アタスンは面会を断わられる。
1月17日：ラニオン邸を訪れたアタスンは、病人となった主人の変わり
　　　　　様に驚く。午後、アタスンは、ラニオンとの事情を問いただ
　　　　　す手紙をジェキルに書き送る。
1月18日：ジェキルからの返信がアタスンのもとへ届く。
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送られてきたのは、今までジェキルから何度かうけてきた返答と同じよう
に、読み手をさらに当惑させるだけの返書です。「わが運命の重荷を軽く
してくれるというのなら、アタスン、君にできることはただ一つだ。つま
り私の沈黙を尊重してくれたまえ」（58）。その返信を満たす絶望感は、後
に本人の告白を読めば、自分の肉体も精神も意のままに乗っ取ろうとする
ハイドに追いつめられていたからだとわかります。しかしその文章の一部
を次のように引用してみれば、事実関係には何一つふれられていないため
に、殺人者の悔恨に満ちた告白とも読めるのです。そして実際そうなのだ
と考えてみます。r今後はまったくの隠遁生活を送るつもりだ……私自身
の暗い道を歩ませてほしい。われとわが身に罰を、そして名づけようもな
い危難を自らもたらしてしまったのだ。もしこの身がこの上なく罪深いと
しても、私はこの上なく悩める者でもあるのだ。この世にこれほどに胸が
ふさがれる苦悩と恐怖があるなど思いもしなかった」（58）。1月9日、
10日の両日ジェキルが耐えていたのは、「陳述書」のなかで語られるよう
な、他者に変身する恐怖ではなく、自ら犯した罪の重さだったのです。誰
であれ来客と冷静に会えるはずもない日々はつづき、アタスンとの面談も
断るしかなかったのです（アタスンが断られたもう一つの理由には後にふ
れます）。
　殺人という重罪を犯すまでに、何が彼を追いつめたのか。知りすぎた男
ラニオンの口を封じるためにという動機がまず考えられます。しかし彼は
自ら口を閉じています。自分が知り得たジェキルとハイドの関係やハイド
の病気について、沈黙を守り通しているのです。そうすることで、今は仲
違いしているとはいえ、かつての学友への最低限の礼儀だけはつくしてい
たのです。ジェキルの所業を明るみに出すべく残した手記にさえ、自分よ
り先に受取人（アタスン）が死亡した際には破棄せよとの条件をつけてい
るほどです。そのような配慮を無視してまでその手記を盗み、偽造された
それとのすり替え工作に成功したのであれば、ラニオンという存在は、ジェ
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キルの失踪計画遂行への重大な障害にはならなかったはずです。その診察
室でハイドとともにラニオンから受けた屈辱をはらすのが動機とも考えら
れます。しかし目には目をであるなら、屈辱には（死ではなく）屈辱をもっ
て報いるのが最も効果ある返礼のはずです。ラニオンと間違えてハイドが
カルーを手にかけたのが、あえて死をもってその恨みを晴らそうとしたた
めであるなら、その屈辱を受けたのは、カルーが誤って殺害された
18××年10月×日以前になります。そしてジェキルの手でラニオンに毒物
が盛られたのが翌年の1月9日。時間の間隔があきすぎています。時間の
問隔を言うのなら、しかし、ラニオンに言わせれば「ジェキルが奇想に走
りすぎ」た実験をはじめた十年以上前から、すでに二人はたがいに疎遠に
なっているのです。診察室での出来事は、ジェキルが抱いてきたラニオン
ヘの積年の敵意をさらにつのらせる一事件にすぎなかったのです。そして
敵意は敵意であって、殺意ではなかった一「狭量この上ない、低俗きわ
まる見方に縛られて何も見えず、霊薬の効力を否定しつづけ」る精神と、
そのような精神の容器である「元気のよい……赤ら顔の紳士」（36）の肉体
（ジェキルとともに、あるいは彼以上に、ハイドのそれとは対極にある健
康体）の双方に向けられてきた感情に殺意はなかったのです（もしあった
のなら、それを果たす機会を十年以上も待つことはなかったはずです）。
ジェキルがラニオンに薬物をもったのも、苦痛を知らないその肉塊をさい
なむことで、苦悩を知らない、自信に満ちた、しかし卑小なその合理主義
の足もとをつきくずせれば事足りた、そこには殺意はなかった一と弁護
するとしても、それでも、いわゆる未必の故意は否定できません（苦痛を
もたらすだけの薬量と致死量との間の微妙な差をジェキルは冷静に、正確
に計れたのか。）。と同時に、かつての友人を食事に招いて、ひそかに毒物
をもるという発想と実行は、冷たい殺意というよりも、狂気の衝動と言う
べきです。狂気とはいっても、自ら犯した犯罪に対してジェキルには責任
能力はあった、そしてその犯罪自体、責任を果たす一いかにねじれた形
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でではあっても一ということを動機として行われたと仮定してみます。
では何の責任を　　。
　物語の幕開けのときからすでに、尋常ではない、少なくとも周囲には尋
常ではないと映る言動をとりはじめているジェキルです。旧友のラニオン
には「狂気の科学者」呼ばわりされ、言葉の意味するところは異なるとし
ても、ジェキルから送られてきた遺書の文面も、アタスンには「狂気の沙
汰」（36）としか思えません。ハイドに会う前から、実際に会ってからはな
おさらに、ジェキルに対してアタスン自身が狂おしいまでの疑念に悩まさ
れます。深夜の街路で少女を踏み倒した現場を目撃され、賠償金を要求さ
れたハイドに代わって、高額の要求額を相手の言うままに、現金では足り
ない分は小切手を加えてでも支払った者がいた一ハイドが差し出した、
クーツ銀行宛てのその持参人払い小切手の裏書きにはヘンリー・ジェキル
と署名されていたと聞けば、アタスンは思わず舌打ちするしかありません
（この時点でのアタスンは知る由もないけれど、そうすれば自分とハイド
との関係が疑われるという危険を冒してまでも、息子を擁護しようとする
父親ジェキルの心づもりに変わりはなかったのです）。さらに危険を承知
で、ハイドがアタスンにソーホー街の住所をもらした後でも、rかなりの
目利きであるヘンリー・ジェキルから贈られた」（49）一幅の絵画も含まれ
る、高級な家具調度が備わったその家に住まわせつづけるジェキルで
す。（29）しかし、アタスンが彼に求めつづけてきた理性なるものをジェキル
もとり戻す時が来ます。自分とハイドとは相容れない他人一血縁という
強い関係で結ばれながらも、その病気を治療できないのと同じように、そ
の性格や行動を受け入れがたい人問だとジェキルも認めざるをえなくなる
時がです。カルーが殺害され、その凶行を自宅の窓から目のあたりにした
小問使いはハイドの犯行だと確言します。r怒り狂った猿さながらに、犠
牲者を踏みつけたかと思うと、その足で嵐のように何度も強打をあびせか
けた。骨が砕かれる音がして、その体は路上で跳ねあがりもした」（47）。
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これほどの、目撃者を失神させるほどの暴力と憎悪の激しさは、息子に対
して憐欄以上に恐怖を、共感以上に反感を父親に抱かせるのです。それこ
そr陳述書」が、犯行後ハイドの肉体を脱ぎすてたジェキルが悔恨の涙を
流し、絞首台の恐怖におびえる描写におき変えている反応です。告白者は
次のようにまで断言します。「いかに行動すべきか、問題は決着した。ハ
イドはもうこれからは出現することはないのだ」（91）。r彼［ハイド］が
どうなろうと私の知ったことではない。すっかり縁を切ったのだ」（52）と
も、ジェキルの口から直接アタスンは聞かされます。その後二月ばかり
r隠遁生活に見切りをつけた彼は、再び友人たちとの交際をはじめ、彼ら
のよき客人となったり、彼らを自宅に招いたりするようにもなった……表
情は明るさをとり戻し、晴れやかになった」（56）。
　「運命の手も届かないところ」（87）（そのような安全圏に身を置くため
に、自分とハイドとの筆跡を変えたと告白するときにジェキル自身が使う
表現）へなど、しかしジェキルは行き着けるはずもなかったのです。ハイ
ドという姿をとって再び現れる運命の手から逃れられなかったのです。逃
亡生活がつづいたために治療も投薬も受けられなかった彼は、ジェキルの
もとへ戻るしかなくなります。そのときのハイドは、理性という名の判断
で追い返すにはあまりに病状が進行した姿をさらしていたのです。誰をも
恐れさせる、そして誰からも求められない、誰にも助けられないエドワー
ド・ハイドのその姿にジェキルの胸は突かれるのです。さらには、ダンヴァー
ス卿殺しは動機なき快楽殺人などではなかったと知らされます。目標を誤っ
たとはいえ、方法も残酷とはいえ、父子ともにラニオンからうけた屈辱を
はらすための犯行であったとハイドから告げられるのです。長年にわたる
自分のラニオンヘの思いを、その仕方はどうであれ、ハイドが自分に代わっ
て果たそうとしていたと知るのです。このときこそ、一度は廃嫡した息子
に父が自分を重ね合わせるときであり、自分とハイドを同一人物とする着
想をジェキルが得る瞬問にもなるのです。rこの小説が与える真の衝撃は、
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一人の人間が二人の人間であるという発見ではない。二人の人間は一人の
人間だという発見なのだ」。（30）「陳述書」の三分の一後半は、自分の意思と
は関係なく、薬の力も借りないで、しかも何度もくり返して、ジェキルが
ハイドになり変わる過程を記録しています。それこそ、彼と縁を切ったと
しても、切るのだと決意しても、自分の息子を排するなどできないことへ
の言及なのです。ハイドとは自分自身に他ならない、彼の犯罪も自分の犯
罪に他ならないとの告白文をジェキルは残しています。r自白こそ最大の
証拠」なのであれば、犯罪者ハイドにしてジェキルは自ら死を選んだのだ
とアタスンを納得させるための証拠づくりのためにです。けれど、それだ
けが目的ではなかった一「陳述書」は、父が息子の犯罪を自らに引き受
け、そういう形で彼という存在を認知する場でもあったのです。そしてそ
れを実際に行動に移して立証してみせたのがラニオン殺害だったのです。
そのような形で、病気の治療では果たせなかった父としての責任を果たそ
うとしたのが、殺害動機だったのです。そのようなジェキルは確かに正気
を失っています。「狂気のなかにも筋道が通っている」のとは逆に、筋道
が通っている彼の計画のなかにも狂気が走っているのです。ジェキルとハ
イドとは別人だという前提で、上記の時間経過表を一部書き替え、書き加
えてみます（仮説の部分のみ、字体を変えています）。
18××年
×月×日：（ダンヴァース・カルー卿殺害事件が起こる10月×日以前）
　　　　　彼の病気とその治療についての助言と助力を求めて、ハイド
　　　　　をともないジェキルはひそかにラニオンの診察室を訪れる。
　　　　　しかしその内科医の対応は、彼とジェキルが今では絶縁関係
　　　　　にあるためにか、侮辱と思われるほど冷淡なものでしかなかっ
　　　　　た。
10月×日：ダンヴァース・カルー卿が殺害される。目撃者の証言により、
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　　　　　ハイドに容疑がかかるが、警察の捜索に先んじて、彼はソー
　　　　　ホー街の隠れ家から姿を消す。
12月×日：ハイドはジェキル邸に戻る。このときからジェキルはラニオ
　　　　　ンヘの報復を意識しはじめ、自分の逃走計画をも練りはじめ
　　　　　る。
18××＋1年
　1月8日：ジェキルは自宅で晩餐会を開き、アタスンやその他の友人た
　　　　　ちとともにラニオンを招く。主人役のジェキルは、毒性のあ
　　　　　る薬品をラニオンがロにするもののなかに混入する計画を実
　　　　　行に移す。
　1月12日：ジェキル邸を訪れたアタスンは面会を断られる。この後、同
　　　　　じ客の訪問と主人の拒絶が何度かくり返される。アタスンで
　　　　　あれ、誰であれ、ジェキルは来客と会えるような精神状態に
　　　　　なかったばかりか、邸内に身をひそめているハイドの影に気
　　　　　づかれるのを恐れてもいたからだった。
　1月17日：ラニオン邸を訪れたアタスンは、病人となった主人の変わり
　　　　　様に驚く。午後、アタスンは、ラニオンとの事情を問いただ
　　　　　す手紙をジェキルに書き送る。
　1月18日：ジェキルからの返信がアタスンのもとへ届く。この後一月あ
　　　　　まりの間、アタスンがジェキルの顔も見られないままに過ぎ
　　　　　る。
　2月6日
　　前後：ラニオン死亡。葬儀も終わり、故人から託された書簡の封を
　　　　　アタスンが切ると、なかにはさらにもう一通の封筒が収めら
　　　　　れている。その上書きの条件が守られ、その場で開封される
　　　　　ことなく、封筒は再び金庫にしまわれる。
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2月中旬から3月初旬：（日曜日）アタスンはエンフィールドとともに散
　　　　　歩の足を進めるうちに、ジェキル邸の裏通りに出る。
　第一章「扉の話」と同じ状況をくり返して、エンフィールドとの日曜日
のいつもの散歩をするうちに、アタスンがジェキル邸の裏通りにさしかかっ
てはじまるもう一つの挿話が、小説の物語部分の最後から二番目の章「窓
辺の出来事」です。「ジェキルのことが気がかりでならない」（60）と、ア
タスンが友人とともに屋敷の中庭へ踏み入ると、その二階の窓辺にたたず
む邸の主人と出会います。なごやかに挨拶などかわしていると（「rとても
体調が悪いんだ……どうも私も長くあるまい』」（60）との不吉な言葉も
二階から聞こえてきますが）、急にr彼の微笑がかき消えて、哀れなほど
の恐怖と絶望の表情にとって変わった」（61）。後に「陳述書」を読めば、
すでに何度かそうなっていたように、このときも、薬を服用してもいない
のに、ハイドの肉体に変化しはじめるのを認めたジェキルの「恐怖と絶望
の表情」であったとわかります。しかしここでは、この時点ではすでにジェ
キル邸に戻り、身を隠していたハイドが、病状のさらなる悪化が刻印され
た身体を見せて、ジェキルの前に現れたための表情の変化だと仮定してみ
ます。中庭から二階の窓を見上げるアタスンたちには見えないその姿は、
この後（時間経過は明らかにされていないけれど、あまり日数もたたない
うちに）、そこから生きては出てこられなくなるジェキルの書斎に入りこ
むときと変わらない姿一それを目撃した執事のプールによれば、いつも
のように足早に、しかしいつになく「身体を二つに折り曲げていた」（67）
姿だったのです。彼が書斎に閉じこもってから一週間後、その扉をプール
が斧で叩き壊したとき、室内に倒れているのが発見されるハイドの死体も
r痛々しくも身体をねじ曲げて」（70）います。背中が湾曲するほどに背骨
の形成異常、あるいは背筋の緊張異常が進んでいたと思われます。そのた
めに周囲の臓器が圧迫されたり拡張するのか、刺激された神経系が激痛を
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もたらすのか、血流が阻害されるのか、骨組織あるいは筋肉組織が壊死し
はじめるのか、とにかくも死の警告に他ならない末期症状に苦しむハイド。
ある程度の効能を患者にもたらす薬の調合にジェキルは成功してはいた、
しかしそれも対症療法としての鎮痛剤以上のものにはならなかったとすれ
ば、ハイドヘの変身薬について「陳述書」に記されている次の三点は、そ
のままハイドの治療薬への言及になります。ふとした偶然で得られたこと、
であればその量には限りがあったこと、そして次第に、元の姿へ戻してく
れる効果が薄れてきたこと。効果が薄れてきた、というよりむしろ病状の
悪化の速度に追いつけなかったというべきかもしれません。薬の効果にか
つてほど期待できなくなっていたのであれば、ハイドとともに博士が書斎
に閉じこもり、そこから指示を与えて、薬の調合には欠かせない塩基類を
調達するよう使用人をあちらこちらの薬剤師たちのもとへ走らせていたの
は、それが目的ではなく、何か別の機会を得るための口実だったと思われ
ます一例えば、誰にも見られずジェキルが邸から出ていくための。鍵が
かけられていたとはいえ、書斎は完全な密室ではなかった一その唯一の
扉は、24時間そこでの出入りを見張られてはいなかったのです。見張りと
なるべき執事のプールは、室内からの博士の声に応えて何軒もの薬屋へ奔
走し、その果てには、助けを求めてアタスン宅へ走りもしていたのです。
だとしても、首尾よく脱出できる隙をねらうのに一週問もの時間は必要な
いはずです。書斎に閉じこもりつづけたのには別の、より切実な理由があっ
たのです。博士が部屋から出て、邸を離れてからは、ハイドが博士の声を
真似て（室外で聞く者には、博士の声とは思われないとしても）、街なか
にプールを走らせつづけていたのだろうけれど、なぜそうまでしていたの
か。プールの要請でジェキル邸におもむいたアタスンに、もはや博士の声
ではなく「恐れおののく獣があげるような、聞くに耐えない悲鳴」を聞か
せてしまうまで、なぜそこに残っていたのか。「『これは何とも奇妙だよ、
プール。お前が考えるように、もしジェキル博士が殺されたとしたら、な
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ぜ殺人者はここに居つづけているのだろう。どうにも理屈に合わない。筋
が通らない話だ』」（65）。なぜハイドが居つづけているのか。この謎は、
加害者と被害者とが一人の同じ人間に棲みついているとする「陳述書」の
内容を信じるなら、すぐにも、そしてすべて解決されます。その解決その
ものが「何とも奇妙」ではあるとしても。しかし別の、少なくとも同一人
物だからとするよりは「何とも奇妙」ではない説明もできるのではないか。
なぜ一週間も苦痛に耐えて、ハイドはそこに留まっていたのか。死を覚悟
したハイドの最後の努力は、ジェキルに「陳述書」を書き上げる時間を与
えるために、そしてそれを書きあげたジェキルを次にはより遠くへ逃げさ
せる時間を稼ぐために果たされていたのです。
　「陳述書」の成否こそ計画の成否にかかわります。しかし、あり得ない
ことの目撃談を語って、読む者に確かにあり得たとのだと納得させなけれ
ばならない「ラニオンの手記」をつづるのは決してたやすい作業ではあり
ません。それ以上に、そのあり得ないことを自らの肉体で経験した本人の
視点から、その肉体がうける快感と苦痛を通じてr陳述書」を（時間との
競争もしながら〉書きつづけるのは至難の業といえるほどです。その努力
は100％成功してはいません。成功するわけもありません。言いかえれば、
そこから探り出されるいくつかの矛盾、疑問点一なかでも「ハイドが純
粋な悪の化身だというのなら、最初に変身をとげたときからすでに、なぜ
ジェキルに戻ろうとしたのか」（31〉一こそ、それらの内容が虚構の産物で
あることの証左にもなるのです。失踪計画の隠蔽工作として、そのような
文章を書き残すのは、あまりに遠回りな方法です。その内容も不必要なま
でに、その目的を達成するため以上に、細部へのこだわりを見せています。
虚と実を縦糸、横糸にして、恐怖と快感、歓喜と悔恨、苦悩と恥辱とが交
差する図柄を編みこみながら、自らの逃走経路をおおい隠すr陳述書」と
いう織物を織りあげること、それ自体が次第に目的へと格上げされていっ
たのです。医学博士ヘンリー・ジェキルという今までの自分から逃れるた
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めの方策そのものが、今まで存在すら知らなかったもう一人の自分一物
語作家ヘンリー・ジェキルを発見させたのです。救いのないこの物語のな
かで、それはほとんど唯一の救いとなる発見なのです。ジェキルが残した
のは、「狭量この上ない、低俗きわまる見方に縛られて何も見えず、霊薬
の効力を否定しつづけ」る者たちへの抗議声明としての物語でもあったの
です。
（1）『ジキル博士とハイド氏』（1932年、ルーベン・マムーリアン監督・パラマウント映
　画）での最後、警察に追われて自宅の実験室に逃げこんで毒圷をあおったハイドは
　ジェキル（フレデリック・マーチ）に変わっていく。r狂へる悪魔』（1920年、ジョ
　ン・A・ロバートスン監督・パラマウント映画）でも、最後にはハイドはジョン・
　バリモアのあの「横顔」を見せてジェキルヘと戻る（映画の題名はいずれも、日本
　公開時の邦題による）。
（2）　Robert　Louis　Stevenson，　Dr　ノεkyガ　釦d　並　砺de　aηd　O訪θ∫　5め姦θs
　（Harmonds－worth：Pe㎎uin　Books，1979），p．72．以下、『ジェキル博士とハイド氏
　の怪事件』からの引用は同テキストにより、頁数は引用文直後のカッコ内に示す。
　なお、第一次資料、第二次資料ともに、英語原文からの和訳はすべて私訳による。
　訳文中の英語固有名詞のカタカナ表記については、ジョナサン・ハイド（！）吹き
　込みのペンギン・オーディオブックスの上記テキストの録音テープを参考にし、現
　行の表記とは異なるところもある。
（3）　Victor　Sage，　磁㎜or　月o孟茜oη　加　めθ　乃o飴5伽オ　7抱認原oη　（London：
　Macmillan，1988），p208．あるいは、アタスンにも「どこか人目を避け、何か隠しご
　とをしているようなところがある」　：Masao　Miyoshi，“Dr．Jekyll　and　the
　Emergence　of　ML　HydごOo／1θgεE躍勧（27）1966，p．471．
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